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追悼　 小川智子先生

小川智子先生を偲ぶ

情報・ シス テム研究機構　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

データ サイ エンス 共同利用基盤施設／国立遺伝学研究所

荒木　 弘之 

　 小川智子先生が急逝さ れても う 4 ヶ 月がたつ。 突然の訃報には驚いた。 初めてお

会いし てから 40 有余年、 色々なこ と が思い起こ さ れる 。 先生の学問的業績につい

ては篠原氏に譲り 、 私は人と なり を 偲ぶこ と にし たい。 私は（ 多く の身近な人も ）

小川先生ではなく 、智子さ んと 呼んでいたので、こ こ でも それで通さ せていただく 。

　 私が大学３ 年時の遺伝学の実習は、 バク テリ オフ ァ ージや大腸菌を用いたも ので

あっ た。フ ァ ージの濃度を測定する ため、フ ァ ージを含む液を ガラ ス ピ ペッ ト を 使っ

て複数回希釈する のだが、 そのデモン ス ト レ ーショ ンに登場さ れたのが智子さ んで

ある 。 ピ ペッ ト の目盛を見ている のか分から ないぐ ら い素早い。 本人曰く 、 感覚で

ほぼ欲し い量吸い取れている 。 半信半疑ながら 、 すごい！と 思った。 研究室に入る

と 、 大学院入試ま での半年間は、 実験よ り お勉強をと いう こ と で、 机を あてがわれ

勉強をし ていた。 その場所が智子さ んの実験室兼居室であっ た。 ある 時、 論文を読

む演習の題材に智子さ んの富澤研時代の論文（ ラ ム ダフ ァ ージの DNA 複製を 調べ

たも ので Journal of M olecular Biology に出版さ れた） を 読んでいたら 、 後ろ から ち

ら っと 見て、 それね、 3 ヶ 月間ぐ ら いのデータ よ と ！なんかすご い。

　 recA タ ンパク 質の精製を始めら れた時も 、 驚かさ れた。 カラ ムク ロ マト グラ フ ィ ー後の画分をアク リ ルアミ ド 電気泳

動で調べ、該当タ ンパク 質がある と 思われる と こ ろを次のカラ ムにかける と いう 手順で進めら れていた。電気泳動の後の、

染色・ 脱染の時間が長いと 、 電気泳動後、 染色・ 脱染を高温でやり 始めた。 よ う は煮る のである 。 でも 、 こ のおかげで

急激に速く なり 、 複数のカラ ムを短時間で終えら れる こ と になった。 と も かく 頭が柔ら かい！アイ デアも そう なのです。

　 遺伝研では私が着任し て、 智子さ んが退官さ れる ま での 3 年間お世話になっ た。 ラ ボの運営の仕方など など です。

ジャ ーナルク ラ ブも 仕事のセミ ナーも ３ 年間一緒にやら せていただいた。 いつも 固定観念にと ら われる こ と なく 見てお

ら れたこ と がよ く わかっ た。 M re11 が Rad50, Nbs1 と 複合体を 作っ ている こ と が分から なかっ た時に、 M re11 の DNA

結合能や 2 本鎖同士を近く に連れてく る こ と など に大変興味を 持って研究をさ れていた。 当時、 何かのアーティ フ ァ ク

ト かも と 思っ ていた我が身が恥ずかし い限り である 。 私のと こ ろ では、 染色体 DNA 複製の開始と 細胞周期チェ ッ ク ポ

イ ント に関与する 出芽酵母の Dpb11（ 哺乳類では TopBP1） を解析し ていた。 勿論細胞には必須だが、 最初に分離し た

温度感受性変異は 764 アミ ノ 酸のう ち C 末の 182 アミ ノ 酸を 欠く も のであ る 。 そし て、 こ の変異は許容温度でも 弱い

細胞周期チェ ッ ク ポイ ン ト の異常を 示し た。 そのため、 Dpb11 のチェ ッ ク ポイ ント の機能領域を 探そう と し ていた。 C

末欠損で温度感受性になる ので、 こ の欠損が N 末側に影響を 与える と 考え調べていたのだが、 智子さ ん曰く 、 C 末の

欠損し たと こ ろを ど う し て調べないの。 でも 、表現型が弱く て…。 結局わかっ てみる と やっぱり そう で、そこ にはチェ ッ

ク ポイ ント キナーゼ M ec1（ 哺乳類の ATR） を 活性化する 配列がある こ と を 他のグループが見つけた。 何と も 残念なの

だが、智子さ んに指摘さ れていたこ と は今でも よ く 覚えている 。 言い訳をさ せていただければ、並列に働く 系があっ て、

それを 除かないと 解析が難し かったのです。 的確な指摘でし た。

　 研究はやれる こ と をと こ と んやる 。 も う 、 こ れ以上考えてやる こ と がないと いう ギリ ギリ のと こ ろ ま でやら ないと 優

れた仕事にはなら ないと 常々言っておら れた。 その通り だと 思う 。 最終講義の最後に、 若い人にと 言われたこ と が心に

残っている 。 当時のス ラ イ ド には「 直接的証明のでき る 実験／目的を 明確に／その時点ででき る こ と は行う ／他人の実

験をよ く 見る ／人の意見を聞く ／良く 考え、 実行する こ と ／多角的データ 解析／指導者を選ぶ」 と あり ま す。

　 退官さ れる 年に日本分子生物学会の会長職につかれた。 その際、 庶務幹事を任せら れ、 二人で行動をと も にする こ と

も 多かった。 在任期間には、 三菱化学奨励賞の設置、 学協会の男女共同参画の立ち上げ等を 行なった。 一緒に相談し た

こ と も あったし 、 一任さ れて動いたこ と も あっ たが、 智子さ ん本来のはっ き り 物を言う 性格のため、 進めやすかった。

　 ま と ま り のない文になり ま し たが、 小川智子先生のご冥福を 祈り ま す。 先生の残さ れたも のの一部でも 、 我々が引き

継ぐ こ と が重要であろう かと 思いま す。
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Re c A から Ra d5 1 への軌跡

大阪大学　 蛋白質研究所

　 篠原　 　 彰

　 小川智子先生（ 国立遺伝学研究所教授、分子生物学会第 12 期会長） が 2020 年 12 月 24 日金曜日の夕刻に、先生の地元、

盛岡で 83 歳と いう 年齢で永眠さ れま し た。 コ ロ ナ禍と いう こ と も あり 、 親族のみでの葬儀（ 告別式は 12 月 28 日） と

なり 、 そのお顔を 拝見する こ と なく 、 永遠の別れと なってし ま いま し た。 喪失感も 、 全く 現実感がと も なわない。 2021

年 4 月こ の原稿を 書いている 今でも 、 智子先生が傍で「 篠原く ん、 何し ている の？し っかり し なさ い」 と 声が聞こ えて

き そう な気がし てなら ないのです。 こ の場を借り て、 智子先生に感謝の意を表し たく 、 加えて智子先生の研究業績、 人

柄を皆さ んにお伝えでき ればと 思いま す。

　 小川智子先生を 一言で表すなら 、 すご い、 こ れに尽き る 。 多く の研究者の方々は勿論、 智子先生が素晴ら し い研究者

だと 認識さ れている と 思いま す。 それでも 、 智子先生の研究者と し ての凄さ が過小評価さ れている から こ そ、 その凄さ

を 伝える のがこ の文を 書く 僕の役目だと 思っ ていま す。 智子先生は 1960 年に共立薬科大学（ 現在の慶應大学薬学部）

を 卒業さ れ、 卒業後、 国立予防衛生研究所（ 予研―現在の感染研） に就職さ れま し た。 その後、 1968 年に東京大学で

学位を 取得し ていま す。 学歴で人を 判断すべき ではないですが、日本が戦後の復興を遂げている 中で、大学院での教育、

研究の経験が全く ないま ま 、 一流の研究者ま で上り 詰めた女性と いう 意味では稀有ではないか、 と 思いま す。

　 智子先生は予研では富澤純一博士（ 元国立遺伝研所長、 初代 Genes-to-Cells 編集長、 ColE1 プラ ス ミ ド の複製制御に

関わる 制御性の小分子 RNA の発見など ） のも と で、 研究を 始めら れま し た。 当時、 富澤先生は大腸菌やフ ァ ージを 用

いた分子遺伝学（ 分子生物学の原型） を 積極的に研究に取り 入れた DNA 複製や組換えに関する 研究を 行い、 世界的な

業績を 上げていま し た。 智子先生は大腸菌のウ イ ルス である ラ ム ダフ ァ ージの DNA 複製中間体を 世界に先駆け電子顕

微鏡で観察し  （ Ogawa T, et al. PNAS, 60, 861―85, 1968）、 その成果をも と に東京大学で学位を 取得さ れま し た。 その後、

富澤先生が大阪大学理学部生物学科に異動する のに伴い、 小川英行先生と 一緒に、 大阪大学に助手と し て赴任さ れま し

た。 学園紛争の中、 1970 年から 2 年間は米国のマサチュ ーセッ ツ 工科大学に研究留学さ れま し た。 富澤先生が 1971 年

に米国 NIH に異動さ れた後に帰国さ れて、 1975 年に小川英行先生が教授になら れ講座を 主宰さ れる 中で、 智子先生は

1984 年に講師と なら れま し た。 その後、 1995 年に国立遺伝研の教授と し て異動さ れ、 それから 大阪大学の教授も 兼任

さ れま し た。 智子先生は大腸菌研究の分野ではも と も と 著名でし たが、 こ の時を 前後し て、 よ り 多く の方々に小川智子

先生の名前が知ら れる よ う になったと 記憶し ていま す。

　 私、篠原は 1985 年に学部学生と し て研究室に配属さ れ、智子先生を指導教官と し て研究を開始し ま し た。 その当時の、

小川英行先生（ 現　 大阪大学名誉教授 ;　 岩手看護専門学校校長）、 智子先生と 伊藤建夫先生（ 現信州大学教授　 名誉教

授）、 堀井俊宏先生（ 現　 大阪大学特任教授） がス タ ッ フ だっ た小川研は大腸菌の遺伝学、 生化学、 出芽酵母の分子遺

伝学、 分子生物学を 融合し た多彩な研究論を 用いて 、 DNA 複製や組換えの分子メ カニズム を 研究し ていま し た 。 です

ので、 実験セミ ナーで出てく る 研究の話題は多岐に渡って、 刺激の多いも のであったこ と は言う に及びま せん。 学生達

はその当時、智子先生のこ と を 、親し みを込めて、“ 智子リ ン ” と 呼んでいま し た。 こ と ある ごと に、智子リ ンはすご い、

それが我々学生の口癖でし た。

　 智子先生は大阪大学に移っ て来てから は、 大腸菌の recA 遺伝子、 RecA タ ン パク 質の機能解析を 中心に研究を 展開

さ れま し た。 当時、 遺伝子組換え技術、 例えば、 遺伝子ク ロ ーニン グや DNA 塩基配列の決定方法は世に出て間も ない

頃でし たが積極的に取り 入れら れていま し た 。 研究室で制限酵素 BamHI や T4 ligase を 精製し て、 形質導入を 用いて

recA 遺伝子を 含むラ ム ダフ ァ ージから 得て 、 そのフ ァ ージから recA 遺伝子を 含む DNA 断片を 、 ColE1 プラ ス ミ ド 上

へク ロ ーニン グを 行い、 電子顕微鏡を使って、 R ループ法で遺伝子の位置を 特定し たわけですから 驚き です。 大腸菌で

DNA 損傷が誘導さ れる こ と で誘発さ れる 38kD のタ ン パク 質（ プロ テイ ン X と その当時は言われていた） が recA 遺伝

子の産物である こ と を 示し たのです。 さ ら に、 いわゆる 今の組換えタ ン パク 質の量産系がない状態で、 RecA タ ン パク

質を 精製し て、 オリ ゴ マー形成活性があ り 、 1 本鎖 DNA 依存性の ATP 加水分解（ ATPase） 活性があ る こ と を 証明し

ま し た（ Ogawa T et .al. Cold Spring Harbor Sym p Quant Bio, 1979）。 無いなら 習う 、 取る 、 本当にあり と あら ゆる 手立

てを 使っ て、 自分の知り たいこ と 、 新し いこ と を 追求し て、 明ら かにする 、 素晴ら し い一連の仕事だと 思いま す。 あ

の当時に分野を 超えた統合生物学を 先駆的に実施し てたこ と は驚き です。 私が学生だっ た 1980 年の後半には、 先述の

recA 遺伝子の研究の進展についての話と 、 1979 年の Cold Spring Harbor Symposium で講演をし て賞賛を浴びたこ と を

誇ら し げに話し てく れたこ と が今でも 思い出さ れま す。 多分、 そこ には我々の知ら ない大変な苦労があったのでし ょ う

が、 厳し い中でも 研究を 楽し んでいる 智子先生の姿が今でも 残っ ていま す。 RecA タ ン パク 質の活性同定の後、 recA 遺
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伝子と その発現のリ プレ ッ サーであ る LexA 遺伝子（ 酵母 two-hybrid 法で DNA 結合ド メ イ ン と し て使われている ） の

DNA 塩基配列を決定し て（ Horii et al, PNAS USA, 1980; Horii et al. Cell, 1981a）、 一本鎖 DNA に結合し た RecA が LexA

タ ン パク 質を 切断する 活性（ 厳密には LexA の自己切断活性を 活性化する ） を 見つけ 、 大腸菌の DNA 損傷応答を in 

vitro で再構成する こ と で、 DNA 損傷応答の分子メ カニズムを 見事に明ら かにし ま し た（ Horii et al. Cell, 1981b）。

　 新し いこ と にト ラ イ する こ と も 好き なのが智子先生なのです。 学部の 3 年生の実習で recA 変異のサプレ ッ サーを 単

離し て、 放射性同位体を 使っ たサン ガー法でその DNA 塩基配列を 決める なんていう 実験を 1984 年に実施し ている の

です。 RecA の機能を 知る 為にはその構造を 知り たい、 そのためにタ ン パク 質の機能を お互いに相補する ２ つのアミ ノ

酸変化の相関から 、 RecA の構造が分から ないか、 と 考えて、 遺伝子内のサプレ ッ サーから 分子遺伝学でタ ン パク 質の

構造を 知ろう と いう 壮大な計画を学部の学生にやら せる のですから 。 無茶過ぎです。

　 RecAタ ンパク 質の ATPase 活性の発見が大き な契機と なり 、大腸菌における 相同組換えの研究が爆発的に進みま し た。

こ れら recA 遺伝子の研究に加えて、 智子先生の大き な業績と し て、 真核生物で初めて RecA と 相同な Rad51 を 見つけ、

酵母から ヒ ト ま で普遍的に存在する 遺伝子である こ と を見つけたこ と が挙げら れま す。 それが大き な契機になり 、 真核

生物の相同組換え機構や、 遺伝子タ ーゲッ ティ ングやゲノ ム編集と いった、 組換えに関わる 技術開発にも 大き な貢献を

し ま し た。 1980 年代中頃から 後半の時期には、 ヒ ト など の高等真核生物では RecA のよ う なス ーパーな組換え酵素はな

いと 言う 考え方が蔓延し ていま し た。 高等真核生物では細菌や酵母に比べて、 相同組換え（ ジーン タ ーゲッ ティ ン グ）

の効率が悪いこ と 、 生化学的に RecA と 同じ よ う に試験管内で DNA 鎖交換活性を 持つタ ン パク 質の同定が国内外で多

く の研究者によ っ て報告さ れま し たが、 ヒ ト 細胞は言う に及ばす、 組換え活性の高い酵母から ですら 、 精製さ れてく る

タ ン パク 質はすべて ATP 非依存性の DNA 鎖交換活性を 示すタ ン パク 質で、 その配列も RecA と は異なる も のでし た。

さ ら に決定的だっ たのは小川研でパン 酵母の相同組換えに最も 大切だと 考えら れてき た RAD52 遺伝子を ク ロ ーニン グ

し ていたのですが、 Rad52 のアミ ノ 酸配列が RecA と 全く 異なっていて、 ATP に依存し た活性は同定でき ていま せんで

し た。 そのよ う な状況で、 酵母を 含め、 真核生物には RecA 様のタ ン パク 質は存在し ないのでは？と いう 状況だっ たと

言えま す。 ただ、 一方で小川研では「 ATP に依存する 活性を持つのが RecA である 」 と いう 見方が当たり 前のよ う にあ

り ま し た。 智子先生も そう 信じ ていたはずです。 ですから 、 智子先生の下で教育を 受けた私が真核生物で RecA と 同じ

ATP 依存性の組換え酵素を 見つけたいと 思っ て研究を 始めたのは自然の成り 行き だっ たかも し れま せん。 智子先生は

常に正し い筋道、 行先を 与えてく れま し た。 修士時代の recA の研究から 新し い研究テーマを し たいと 言い出し 、 智子

先生と 激論し ま し た。 その時、 過去の成果や研究に対する 私の不遜な態度を厳し い言葉で指導さ れま し た。 そのよ う な

議論の後、 新し い方向性を たど る 中で、 たま たま RAD51 遺伝子に出会い、 その DNA 塩基配列を 決め、 Rad51 タ ン パ

ク 質のアミ ノ 酸配列を 見出し ま し た。 その当時は BLAST など の検索サイ ト は存在せずに、 会社が販売し ている データ

ベース 検索ソ フ ト を用いま し た。 その時に検索結果と し て出てき たト ッ プが大腸菌の転写終結因子（ ロ ー因子） と 複製

開始タ ン パク 質の DnaB でし た（ こ れら は 2 つと も ATP 加水分解依存性のヘリ カーゼ）。 RecA はと いう と 、 ト ッ プ 30

にも 入っ ていま せんでし た。 ただ、 Rad51 は配列から 見て、 間違いなく ATP 結合モチーフ （ Walker の A 型、 B 型） を

有し ていま し た。 つま り 、 ATP 結合、 加水分解活性を 持つのは間違いない、 と 。 そこ で、 役に立っ たのが recA のサプ

レ ッ サー変異によ る 遺伝的タ ンパク 質の構造解析でし た。 私は博士の 1 年ま ではその大腸菌プロ ジェ ク ト に関わり 、 智

子先生と 一緒に、 穴が開く ほど RecA の配列を 見ていま し た。 気がついていたのは Walker の B 型配列（ xxxxD;x は疎

水性アミ ノ 酸） の特徴でし た。 智子先生はこ のモチーフ を 当初から なぜか指摘し ていま し た。 こ の配列はタ ンパク 質の

サブフ ァ ミ リ ー毎に特徴的である こ と が知ら れていま し た 。 有名なタ ン パク 質と し て xxxxDEAD box を 持つヘリ カー

ゼが上げら れま す。 RecA は xxxxD“ S” で、 他の ATP 結合タ ン パク 質と は似ていない配列を 有し ていたこ と を 覚えて

いま し た。 そし て、 Rad51 の Walker の B 型配列は RecA の xxxxD“ S” 型で同じ 。 も し やと 思っ て、 2 つのアミ ノ 酸配

列を 目で並べる と 、 意外と 並ぶのです（ 相同性は 20％も 満たない、 ギャ ッ プも 多く 存在し 、 非常に弱いも のでし た）。

Rad51 が酵母の RecA 相当タ ン パク 質では？と 思っ た瞬間でし た。 Rad51 の配列が RecA と 似ている と 、 智子先生に話

し た時はすご く 喜んでおら れま し た。

　 その後、 Rad51 の解析は進んでいっ たのですが、 たま たま 、 Harvard 大学の Nancy Kleckner 博士の研究室でも 酵母

の RecA 相同遺伝子を見つけたと 言う 話が流れてき ま し た。 その当時（ 今も ですが） Kleckner 博士は組換え分野の新進

気鋭の研究者で、 ト ラ ン ス ポゾ ン Tn10 や減数分裂期組換えで素晴ら し い仕事を 連発し ていま し た。 その情報を 聞いた

瞬間は敗北と いう 言葉が浮かんだのは言う ま でも あり ま せん。 ただ、 その時に智子先生のすご さ が発揮さ れたのです。

Kleckner 博士は智子先生の知り 合いだっ たのです。 し かも 、「 Nancy は私が研究者に導いた」 と 智子先生は豪語し てい

ま し た。 智子先生が M IT に留学し ていた時に、 Kleckner 博士は同じ 研究室に在籍し ていて、 智子先生から 分子遺伝学

のイ ロ ハを 教えてあ げたのだと 。 智子先生に言わせる と Nancy は私が助けたと なる のですが、 実際に、 Nancy の智子
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先生への対応を 見ている と 、 本当なのだと 確信し ていま す。 ですので、 Nancy（ 智子先生と の絆） を 信じ て、 こ ちら が

持っ ている Rad51 のアミ ノ 酸配列を Harvard 大学に FAX し たのです。 も し 同じ だっ たら と 、 大き な不安を 抱えて。 翌

日の、FAX の返信を 見てみる と 、我々が見つけた Rad51 と 、Nancy と Doug Bishop 博士が見つけた遺伝子（ Dm c1） は違っ

ている 、 と 言う こ と が分かり ま し た。 さ ら に驚き だっ たのは Rad51 と Dmc1 は双子、 似ている けど 違う のです（ 相同

性は約 50%）。 つま り 、 酵母は 2 つ RecA 相同遺伝子を持っている 、 体細胞分裂期型と 減数分裂期型、 と 大き な発見に繋

がったのです。 それを 契機に 2 つの論文が一緒に発表さ れま し た。 智子先生の Kleckner 博士の繋がり 、絆がなかったら 、

そし て、智子先生が RecA の ATP 加水分解活性を見つけていなかったら 、起こ り 得なかった研究展開だと 思っ ていま す。

　 智子先生がすご いのは徹底的な現場主義だと 言う 点です。 大阪大学にいた当時から 実験が大好き な方で、 かつ実験が

上手い（ 観察眼が鋭いし 、 賢いし 、 早いし 、 手際がいい） のです。 智子先生の頭の回転の速さ は、 智子先生が父と 仰い

でいた富澤先生譲り ではないでし ょ う か。 何よ り 、 実験を 沢山する のです、 私が学生だった当時、 智子先生はも う 五十

歳に近い年齢でし たが、 深夜ま で実験し ていま し た。 時には午前様になる 我々学生よ り も 遅く ま で、 朝帰り なんってこ

と も あったと 記憶し ていま す。夢中になる と 止ま ら ない、好き なのですね、実験が本当に。その腕が発揮さ れたのは勿論、

電子顕微鏡によ る Rad51-DNA 複合体の構造解析でし た。 Rad51 の研究の新し い展開と し て、 Rad51 の活性や構造を 決

める と いう 方針でタ ン パク 質を 精製し ていま し た。 阪大でも 電子顕微鏡で Rad51-DNA 複合体を 見よ う と 私自身も ト ラ

イ し ま し たが、 カーボン の薄膜から 作る 職人芸に驚き 、 かつ、 実際に見える 緑（ 電子線の像） の砂の嵐の中でのも のを

見る こ と はほぼ不可能だと 思っていま し た。 そんな中で智子先生が国際会議で知り 合った、 電子顕微鏡の専門家であっ

たミ ネソ タ 大学の Ed Egelm an 博士と 共同研究の話が持ち上がり ま し た。 先の研究で電子顕微鏡にト ラ ウ マがあった僕

ではなく 、智子先生が、私が酵母から 精製し たての Rad51 を 持ち、ミ ネソ タ に行く こ と になり ま し た。 向こ う に行っ て、

1 ヶ 月も し ないう ちに、「 篠原く ん、 Rad51 は RecA と 同じ 、 Rad51、 区別がつかない」、 と いう 連絡が来ま し た。 そし て、

発表し たのが Rad51-DNA 複合体の構造でし た（ 図 ; Ogawa T., et al. Science, 259, 2856―, 1993）。 その美し さ 、 そし て何

よ り RecA-DNA 複合体と 同じ であ る こ と に驚愕し たと 同時に、 俺が行けば、 と 思っ たも のでし た。 でも 、 智子先生の

腕と 経験があったから こ そでき た仕事なのだと その当時は驕り も あっ て思えなかったのでし ょ う 。

左―Rad51-DNA の電子顕微鏡写真；

右―再構成し た Rad51-DNA フ ィ ラ メ ント の構造（ DNA が 1 .8 倍伸張し ている） ;

Ogawa T., et al. Science, 259 , 2856―, 1 993

　 智子先生はその不思議な魅力から 、いろ いろな人と の繋がり があり ま し た。 その中で、上述し た Nancy Kleckner 博士、

M IT で Kleckner 博士と 同期だっ た Ira Herskowitz 博士（ 出芽酵母の分子遺伝学の大家） と も 仲がいいし 、 Herskowitz

博士と UCSF で同僚だっ た Bruce Alber ts 博士（ あ の有名な教科書―The Cell/ 細胞の分子生物学の最初の著者の一人）

と も 仲間です。 Alberts 博士は大腸菌のフ ァ ージ、 T4 フ ァ ージの DNA 複製、 組換えの専門家です。 特に今では当たり

前ですが、タ ンパク 質―タ ン パク 質の相互作用の重要性と いう 視点から 複製や組換えの研究を やっていま し た。学生だっ

た僕を 外国に連れ出し （ イ メ ージアナラ イ ザーの購入のための説明を 受ける ためにアメ リ カ に学生を 行かせる と いう

無茶振り ）、 その際に Alberts 博士のラ ボで T4 フ ァ ージの複製や組換えに関わる タ ンパク 質群の、 複雑、 かつ精巧なタ

ン パク 質―タ ン パク 質の相互作用の解析について話を し て、 それが生かさ れたのが Rad51 の論文です。 あ の論文では

Rad51 が RecA 相同遺伝子である こ と が強調さ れま すが、 あの論文では Rad51 が Rad52 に結合する と いう こ と も 示し て



51

いま す。 それを 試そう と 思っ たのは Alberts 博士から 、 タ ン パク 質―

タ ンパク 質の相互作用のこ と を聞いていたから です。 つま り 、 智子先

生はすでにタ ンパク 質―タ ン パク 質の相互作用の重要性に気がついて

いたのでし ょ う 。 智子先生がいなかったら 生ま れなかった研究展開だ

と 言えま す。 こ の酵母の Rad51 の遺伝子の配列、 たかが 4,500 塩基対

ですが、その当時の DNA 配列の決定と なる と 大騒ぎです。 そこ でも 、

智子先生はその当時出始めたばかり の蛍光色素を 用いた DNA シーク

エン サー（ 当時の ABI 社製） を 使う こ と を 提案し たのです。 し かも 、

デモと 称し てサン プルを Rad51 の DNA 断片も 含めて沢山解析し て貰

いま し た。 そのおかげで、 その当時と し ては効率的に配列を決定でき

たと 思いま す。 すごい情報網です。 そし て新し い物好き 。

　 その後、 酵母の Rad51 から ヒ ト の RAD51 遺伝子を ク ロ ーニン グす

る のですが、 その時も 一波乱がおき ま し た。 ま ずク ロ ーニングする 際

には遺伝子が乗っ たラ ム ダフ ァ ージを 大量に増やす必要があ り ま す。

僕はなぜかラ ムダフ ァ ージを 増やすのが上手く なく 、 智子先生が毎日

のよ う に 50cm に近いガラ ス のシャ ーレ に生やし た大腸菌から ラ ム ダ

フ ァ ージを集めてく れま し た。 一ヶ 月近く も 一緒に夜遅く ま で実験し

ていま し た。 あ の時の先生の協力がなかっ たら 、 RAD51 の配列は順

調には決ま ら なかっ たでし ょ う 。 ヒ ト の RAD51 遺伝子のク ロ ーニン グの計画は極秘に進めていたのですが、 なぜか情

報が漏れて、 国内の他のグループも 見つけ、 論文にする と いう 話が持ち上がり ま し た。 その時、 智子先生と 二人で、 そ

の研究室と 話し 合いに行った時、 喧嘩を 売ろう と する 僕を なだめつつ、 サポート し てく れた姿は今でも 大切な思い出に

なっ ていま す。 その研究を 論文にする 時も ど のよ う な雑誌に投稿し たら よ いかなど 、 智子先生が Herskowitz 博士と 話

を つけたり し て、なんと か発表出来ま し た（ Shinohara et al. Nature Genetics, 1993 年）。 智子先生の人脈と 人柄がなかっ

たら 、 う ま く 発表でき なかっ た仕事だと 思っていま す。

　 智子先生のこ と を 語り 出し たら 、 キリ がないのですが、 も う 1 つ話を さ せてく ださ い。 RAD51 の相同遺伝子を ヒ ト

でク ロ ーニン グし て、 当然、 普通の人はヒ ト 細胞やマウ ス など で解析と なる のですが、 智子先生は違う のです。 ある 日、

突然（ 多分、 突然ではないのでし ょ う が）、「 篠原く ん、 ユリ よ 、 ユリ 」、 と 言い出し たのです。 はぁ 、 と 呆れている と 、

次の日には和歌山のユリ 農家ま で足を運んで、 研究室の智子先生の部屋は青いバケツ にはいった蕾がついたユリ で一杯

になり ま し た。 で、 ユリ （ 植物の中でも 染色体が大き く 細胞生物学には適し ていて、 蕾の大き さ で減数分裂期のス テー

ジが分ける こ と が出来る ） の雄蕊の減数分裂の染色体を見よ う と 思い付いたよ う です。 こ こ で、 すごいのはそればかり

でなく 、 作り たてのヒ ト RAD51 の抗体で蛍光染色を やる と 言い始めたのです。 RAD51 は酵母から ヒ ト ま で保存する と

いう 信念でク ロ ーニングし た僕ですら 、 その発想はあり ま せん。 ヒ ト の抗体がユリ で働く 、 そんな発想はど こ から 生ま

れてく る のか。 そし て、 驚異的なこ と に、 ヒ ト の RAD51 の抗体で減数分裂期の染色体上のユリ RAD51 が染ま り 、 foci

と し て検出でき たのです（ Terasawa et al. Genes Dev. 9, 925―, 1995―表紙の写真）。 その像を 見せら れた時は圧倒さ れま

し た。  呆れつつも 、 こ の人はすご い、 と 。

　 その後、 1995 年に智子先生は国立遺伝研教授と し て赴任さ れま し た。 富澤先生の近く に行き たいと いう 思いがあ っ

たのだと 思いま す。 その当時の智子先生と 同じ 年齢になり 、 改めて今の自分と 智子先生を比較する と 、 惨敗です。 何も

勝てていま せん。 智子先生ご めんなさ い、 です。 2002 年に退職さ れて、 ご 実家のあ る 盛岡に戻ら れて、 その看護短期

大学で、 看護師の育成、 教育に力を 入れつつ、 研究を続けら れま し た。 富澤先生のも と にはかなり の回数で毎年訪れら

れていま し た。 本当に尊敬し ていたのだと 思っ ていま す。

　 やはり 、智子先生の最も すご いと こ ろは研究業績である こ と は言う ま でも あり ま せん。 智子先生は一見、豪快に見え、

口下手だから 誤解さ れがちですが、 本当は繊細で、 誰にでも 優し い、 人間的にも 素晴ら し い方です。 理学部の生物学科

のレ ク レ ーショ ン のバレ ーボール大会に出て、 アキレ ス 腱を切った逸話。 国際学会の懇親会のダンス パーティ ーで外国

の方と 社交ダンス を踊っ た姿。 ど んなに紙面を 頂いても 、 書き 足り る も のではあり ま せん。 何よ り 、 国際的にも 、 国内

的にも 過小評価さ れている と いう こ と は残念でなり ま せん。 弟子であ る 僕がその後、 智子先生を 押し 上げる こ と を し

なかっ た、 それが大き な慚愧と し て残っ ていま す。 ノ ーベル賞は DNA 複製で 2 回、 DNA 修復で受賞者が出ていま す。

組換えで受賞がないのは同じ 分野に働く も のと し て不思議でなり ま せん。 仮に、 組換えが受賞し たら 、 Nancy Kleckner

博士と 智子先生がノ ーベル賞を貰っ ても おかし く ないと 、 ずっ と 昨年ま では思っ ていま し た。 でも 、 そう 言う 夢を見る
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こ と は残念ながら 無く なり ま し た。 それでも こ の文章を読む方々には、 改めて、 小川智子先生と いう 稀有の科学者がい

たこ と を知っ て頂き たいと 思いま す。

　 智子先生、 あり がと う ございま し た。 そし て、 お疲れ様でし た。
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